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1.1 IJiouvile-Arnoldの 定 理
包含系をなす第-積分の租.求積可憶.作用 ･角変数
1.2 Hamilton-Jacobiの方 程 式 の 変 数 分 離 可 能 性
Liouvile,Stackel,DarbolX,Whittaker,… 速度 について2次の積分の存在
Ⅰ.MarslalandS.Wojciecl10WSki,J.Matl･Phys.29(1988)1338.









2･2 Poincar6の定 理 :そ の 1(1892)
II-/Io(p)+FLIIl(p,q)+p2II2(p,q)+… に対 して,4,-0.(p)+FL申1(p,q)+FL2･l･2(p,q)+_.
なる積分の非存在.知限個の条件必要
2.3 Poincar6の定 理 :そ の 2 (1892)
周期解上でgrad申,･一次独立なる積分の存在 - すべての特性指数-0























3.2 Ziglinの 定 理
(i)は明かな特殊解 (直線解)q1-0を有す る. このときq2li, 呑2+q23-0を満足 し, そ
の解は Jacobiの楕円関数によって
q2(i)-cn(i,1/ヽ乃), (2)
と表 され る.楕円関数は 2つの周期Tl,T2を持つか ら,直線解 q1-0は 2重周期解である と
いえる.
(1)の直線解 q1-0のまわ りの変分方程式の うち直交成分 (NormalVariationalEqlation,
NVIり は
さ-7,カニ-ftq2(i))2E (3)
と書ける.(3)は 2重周桝係数を持つHilの方程式 とみなせる.各々の周期 γに対 して(3)の
解の時問発展
(三'(芸),)-M(Tt･,(5'(o',) (4,
は Monodromy行列 M(T.I)(i- 1,2)を定める.M(Tl),M(T2)は一般 に可換でない.Mon-
odromy行列 M(T)はそあ固有値 (特性乗数)p が 1のべき根でないときno】一一rcsonantと呼
ばれる.以上の状況のもとで Ziglinの定理 は次のように述べ られる.
定 理
Ifamiltonian(1)が少な くともql-P1-0の近傍で解析的かつ独立 な第一積分 ¢-const.













原点 を通 る直線解が常に存在 し,それは多重周桝解
NVEは Gaussの超幾何方程式に変換-Monodromy行列のexplicitな表現
Ⅴ(q) :次数 kの同次式ポテンシャル (k≠0,土2)
C:代数方程式 gradV(C)-Cの lつの解
入1,人2(-k-1).･ⅠIessian行列 D2V(C)の固有値
Th･ifAl∈SA･ (直線解が指数関数的に不安定) - noadditionalanalyticintegral.
I.Yoslida,PhysicaD29(1987)128.
3.4.2 N次元の同次式 ポテ ンシャル
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